
ＪＡ熊本経済連

食に関わる取組（活動）内容

➤ 冬土用未の日 とは？

熊本発！日本の新しい食文化へ

冬土用未の日 プロモーション
ひつじ

土用とは季節の変わり目を意味し、１年に４回（春夏秋冬）
日本の季節の変わり目の目安となる｢立春｣｢立夏｣｢立秋｣｢立冬｣
の前のそれぞれ約18日間のことを指します。

十二支の一つである「未(ひつじ)」が当たる日を「未の日」
と呼び、12日に一度未の日が訪れます。

冬の土用の期間に訪れる「冬土用の未の日」には、「ひ」がつ
く食べ物や「赤い」食べ物を食べると縁起が良いとされており
ます。
トマトやイチゴ、お肉など、冬の食卓に赤い食材（縁起）をい
ただき、元気に過ごしましょう。

トマト
く
ま
も
と
の
赤

イチゴ

「トマトが赤くなると医者が青くなる」と例えられるほど
機能性豊富な食材。熊本県は生産量の日本一！

ビタミンＣが豊富で、ミカンやグレープフルーツの約２倍。
風邪予防はもちろん、おいしくて冬場の主役です。
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➤ 産地の動向・課題

商品を売るのではなく、

冬の食卓に選ぶ理由をつくる

通常の売り方

商品のスペックや価格

トマト〇〇円だから買う

単品・補充の消費

冬土用未の日アプローチ

季節性と「縁起」

縁起物のトマトを買う

冬の食卓に新たな需要
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➤ 2026年プロモーション実績・参画企業様
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➤ 2026年企業タイアップ実績 トマト主産県協調企画

（全農/栃木/愛知/岐阜/福岡/熊本）
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➤ 2026年スーパー・量販店展開

参画店舗：延べ9,728店舗

（昨年：延べ2,338店舗）
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➤ 2026年  イベント・食育 ➤ 2026年  マスネディア・ＳＮＳ
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➤ 2027年  販促資材

冬土用未の日のデザインは「赤い縁起」を視覚的に伝えることを基本としています

※ロゴなどの基本デザインについては、JA熊本経済連（熊本県青果物消費拡大協議会）HPの「冬土用未の日」
特設ページにて無料ダウンロードリンクを設定する予定です。
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➤ 2026年  販促資材
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➤ 企業参画のビジョン・商品カテゴリー

正月が終わり、節分やバレンタインデーへと向かう谷間の時期。
「冬土用未の日」は、赤を基調とした世界観は共通させますが、企業が目的に応じて自由に参画でき、
赤い食べ物を通じて季節の意味を添える業界横断型の物日づくりです。

※画像はイメージです
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➤ チーム食のみやこ熊本県 × 冬土用未の日

飲食・宿泊
軒先に赤くあたたかな提灯で街全体が活気を纏います

和洋菓子・お土産
赤く輝く商品が人々の幸せな時間を演出します

教育・食育
教育現場から新たな文化として伝えていきます

流通・メディア
チーム「食のみやこ熊本県」を繋ぐのは企画と情熱です

※画像はイメージです
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➤ チーム食のみやこ熊本県 × 冬土用未の日

日本中で 同時多発的に

盛り上がる 冬の物日へ

私たちが目指すのは、冬土用未の日を
一過性のキャンペーンで終わらせないこ
とです。
売り場ではトマトやイチゴ、精肉を

使ったごちそう提案が広がる。外食やオ
ンラインサイトでは、期間限定の赤いメ
ニューが展開され、SNSでは家庭の赤い
食卓が投稿される。
冬の食卓に赤い縁起を。その小さな一

皿から『日本古来の新しい文化』がはじ
まります。

熊本発！
日本の新しい食文化へ

※画像はイメージです
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